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　抄　録
生活科における表現活動の可能性
―生活科の造形活動に図画工作科の表現活動を導入することについて―
教育学部非常勤講師　波 多 野 達 二
　学習指導要領改訂の折、生活科において、いつも指摘されるのは「他教科との合科的・関連的指導
の充実」である。本研究では、生活科を核としながら、生活科の造形活動に、図画工作科の表現活動
を組み込む関連的指導のあり方について考察する。
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はじめに
　生活科が誕生し、20数年の年月が流れた。そ
の間、２回の学習指導要領の改訂があり、改善
の具体的事項として毎回指摘されるのが、他教
科との合科的・関連的な指導の充実である。
　生活科の誕生の背景には、小１プロブレムな
どの問題が生じる中、体験を重視した学習を通
じて幼児教育から小学校教育へのスムーズな接
続を図るという基本理念があるが、形の上では
低学年の社会科と理科が合科し新教科が誕生し
ている。他教科との合科的・関連的な指導が毎
回指摘されるのは、生活科が合科や総合学習的
な性格を誕生時点から持っていた宿命なのかも
しれない。
　平成20年学習指導要領解説生活編では、改善
の具体的事項として次のような内容を挙げてい
る。
　「幼児教育から小学校への円滑な接続を図る
観点から、入学当初をはじめとして、生活科が
中心的な役割を担いつつ、他教科等の内容を合
わせて生活科を核とした単元を構成したり、他
教科等においても、生活科と関連する内容を取
り扱ったりする合科的・関連的な指導の一層の
充実を図る。」（1）
　ここに示されているように、合科的・関連的
な指導には２つの方向性が考えられる。生活科
を核としながら合科的・関連的指導を進める場
合と、他教科を核としながら、合科的・関連的
指導を進める場合である。どちらの教科を核に
するのか、合科的に２つの教科を一本化するの
か、内容についての関連のみを図るのか、アプ
ローチの仕方によって、指導のあり方は大きく
変わってくる。
　本研究では、生活科を核としながら、生活科
の造形活動に、図画工作科の表現活動を組み込
んだ単元構成のあり方について考察していく。
生活科と図画工作科を合科的に一本化するので
はなく、生活科の単元の流れの中に、図画工作
科の表現活動を組み込むことで、題材の重複を
避け、時間短縮を図りながら、双方の教科のね
らいを達成できる単元構成のあり方を探りたい。
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Ⅰ．生活科における表現活動
　生活科と図画工作科では、「表現」という言
葉のとらえ方が異なっている。
　平成元年小学校学習指導要領生活編、第２節
学年の目標には、表現に関して次のような表記
がある。
　「身近な社会や自然を観察したり、動植物を
育てたり、遊びや生活につかうものを作ったり
などして活動の楽しさを味わい、それを言葉、
絵、動作、劇化などにより表現できるようにす
る。」（２）
　この内容から考えると、生活科で言う「表現」
とは、具体的な観察や活動によって得られた気
付きを、言葉、絵、動作、劇化などによって表
すことを指している。
　一方、図画工作科については、平成20年学習
指導要領解説図画工作科編に次のような表記が
ある。
　「『Ａ表現』は、児童が進んで形や色、材料な
どにかかわりながら、かいたりつくったりする
造形活動を通して、発想や構想の能力、創造的
な技能を高めるものである。この造形活動は、
大きく２つの側面に分けてとらえることができ
る。１つは、材料やその形や色などに働きかけ
ることから始まる側面と、もう１つは、自分の
表したいことを基に、これを実現していこうと
する側面である。」（３）
　この内容から考えると、図画工作科で言う「表
現」とは、かいたりつくったりする造形活動そ
のもののことを指している。
　同じ「表現」という言葉であるが、生活科と
図画工作科では、意味合いが大きく異なってい
る。
　菱田尚子は「生活科における表現活動に関す
る研究」で表現活動に関する次のようなモデル
図を示している。
図１　生活科における「あらわし」
　菱田は、表現を「自分の内部にあるものを外
部に表し出すこと、つまり、自分が心の中で感
じること・思うことを何らかの媒体に託して象
徴させることである」（４）とする黒川・小林の
考えに沿って捉えている。そして、このように
広い意味で表現を捉えた場合、その全体を「あ
らわし」という言葉で示し、その中に「表出」
と「表現」があるという大場の説（５）を引用し
ている。
　『表出』とは、「伝えたいという意識をしな
いで、自分から何か出してしまうもの。」
　『表現』とは、「あらわし手と受け手の関係
がある程度成立していることが前提となった
もので、あらわし手が伝えるという意志の下
で表すものである。」
　生活科における表現活動を、菱田のモデル図
で言うと、振り返り活動の中の「題材による表
現的活動」という事になってくる。つまり、振
り返り活動の中で、活動や体験から得た気付き
を言葉、絵、動作、劇化などの方法により表現
することを表現活動と位置付けている。
　しかし、この表現活動について、平成20年版
学習指導要領、生活科改訂の趣旨では、「表現
の出来映えのみを目指す学習活動が行なわれる
傾向がある。」（６）という指摘をしている。そし
て、この原因として、「表現によって活動や体
験を振り返るといった、思考と表現の一体化と
図１　生活科における「あらわし」
菱田は、表現を「自分の内部にあるものを外部
に表し出すこと、つまり、自分が心の中で感じる
こと・思うことを何らかの媒体に託して象徴させ
ることである」４）とする黒川・小林の考えに沿っ
て捉えている。そして、このように広い意味で表
現を捉えた場合、その全体を「あらわし」という
言葉で示し、その中に「表出」と「表現」がある
という大場の説５）　を引用している。
『表出』とは、「伝えたいという意識を
しないで、自分から何か出してしまうも
の。」
『表現』とは、「あらわし手と受け手の
関係がある程度成立していることが前提と
なったもので、あらわし手が伝えるという
意志の下で表すものである。」　
　生活科における表現活動を、菱田のモデル図で
言うと、振り返り活動の中の「題材による表現的
活動」という事になってくる。つまり、振り返り
活動の中で、活動や体験から得た気付きを言葉、
絵、動作、劇化などの方法により表現することを
表現活動と位置付けている。
しかし、この表現活動について、平成20年版
学習指導要領、生活科改訂の趣旨では、「表現の
出来映えのみを目指す学習活動が行なわれる傾向
がある。」６）という指摘をしている。そして、こ
の原因として、「表現によって活動や体験を振り
返るといった、思考と表現の一体化という低学年
の特質を生かした指導が行なわれていない」７）と
いう要件を挙げている。これは、表現の出来映え
を意識するあまり、具体的な活動や体験から得た
気付きを置き去りにする傾向があると捉えられ
る。
　これを改善するためには、まず具体的な活動や
体験を魅力あるものにし、そこでの気付きの質を
高めていくことが重要であると考える。
本研究では、この生活科の具体的な活動（造形
活動）を図画工作科の魅力的な表現活動で置き換
え、気付きの質を高め、生活科の振り返り活動の
なかでの表現活動も高めていくことを目標にして
いる。
Ⅱ．生活科と図画工作科の合科的
・関連的指導についての先行研究
生活科と図画工作科の合科的・関連的指導につ
いての先行研究としては、次の２つのものを挙げ
ることができる。
（１）川路澄人『「生活科」と「図画工作
科」における造形表現の問題について
＜１＞』８）
　（２）竹内晋平『図画工作科における生活科
との関連的指導法の開発』９）
それぞれの研究の概略と成果を整理してみる。
川路は、生活科が、造形活動を具体的な体験をも
とに行うことが目標に挙げられていることを指摘
し、生活科の教科書に載っている造形活動教材の
分析を行っている。その結果、生活科と図画工作
科の造形活動（表現）内容の大きな重なりを指摘
している。内容が重複していることで、児童にし
てみると、同じ内容を重複して学習させられてい
ることになる。生活科と図画工作科の学習指導要
領における目標は異なるが、そこで育成される能
力がどのように異なるか明らかにし両教科の関連
のあり方を検討するべきであるという問題提起を
している。
また、竹内は図画工作科と生活科における関連
的な指導法について、２年生・生活科「お米をそ
だてよう」をもとに具体的に考察している。竹内
は、本実践に於ける関連的指導の位置づけについ
て、熱海則夫（1990）『生活科教育』１０）を参考
にしているが、熱海は、同書の中で、生活科から
見た他教科との関連に際して、次の４つの類型化
を行っている。
①　生活科の内容が、他教科の学習の素材や、
学習の動機付けになる。
②　他教科等の学習の成果を生活科に生かす。
③　生活科と他教科等の活動の特性を生かし、
学習に自立を目指す。
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いう低学年の特質を生かした指導が行なわれて
いない」（７）という要件を挙げている。これは、
表現の出来映えを意識するあまり、具体的な活
動や体験から得た気付きを置き去りにする傾向
があると捉えられる。
　これを改善するためには、まず具体的な活動
や体験を魅力あるものにし、そこでの気付きの
質を高めていくことが重要であると考える。
　本研究では、この生活科の具体的な活動（造
形活動）を図画工作科の魅力的な表現活動で置
き換え、気付きの質を高め、生活科の振り返り
活動のなかでの表現活動も高めていくことを目
標にしている。
Ⅱ．生活科と図画工作科の合科的・関連
　　的指導についての先行研究
　生活科と図画工作科の合科的・関連的指導に
ついての先行研究としては、次の２つのものを
挙げることができる。
（１）川路澄人『「生活科」と「図画工作科」に
　　 おける造形表現の問題について＜１＞』（８）
（２）竹内晋平『図画工作科における生活科と
　　  の関連的指導法の開発』（９）
　それぞれの研究の概略と成果を整理してみ
る。川路は、生活科が、造形活動を具体的な体
験をもとに行うことが目標に挙げられているこ
とを指摘し、生活科の教科書に載っている造形
活動教材の分析を行っている。その結果、生活
科と図画工作科の造形活動（表現）内容の大き
な重なりを指摘している。内容が重複している
ことで、児童にしてみると、同じ内容を重複し
て学習させられていることになる。生活科と図
画工作科の学習指導要領における目標は異なる
が、そこで育成される能力がどのように異なる
か明らかにし両教科の関連のあり方を検討する
べきであるという問題提起をしている。
　また、竹内は図画工作科と生活科における関
連的な指導法について、２年生・生活科「お米
をそだてよう」をもとに具体的に考察している。
竹内は、本実践に於ける関連的指導の位置づけ
について、熱海則夫（1990）『生活科教育』（10）
を参考にしているが、熱海は、同書の中で、生
活科から見た他教科との関連に際して、次の４
つの類型化を行っている。
①生活科の内容が、他教科の学習の素材や、
学習の動機付けになる。
②他教科等の学習の成果を生活科に生かす。
③生活科と他教科等の活動の特性を生かし、
学習に自立を目指す。
④合科的指導による学習の効果
　この中で、竹内は彼の実践が①の位置づけで
あるとし、実際の活動としては、生活科学習に
おいて、栽培・収穫・餅つきを行った後、図画
工作科で生活科を振り返る粘土造形活動を行っ
ている。この実践から、関連的指導をすること
で、児童が、学習対象に対する「気づき」をよ
り深く経験する傾向があることを述べている。
　本研究は、生活科を核としながらも図画工作
科の内容を合わせた単元構成を考察することが
目的である。竹内の研究では、図画工作科を核
にしているが、本研究では、生活科のほうに核
をおき研究を進めていく。熱海の関連的指導の
類型で言うと、③の「生活科と他教科（図画工
作科）の活動の特性を生かし、学習に自立を目
指す」指導法を探ることになる。
　生活科のめざす目標に向けて、図画工作科の
表現活動をどのように組み込んでいくか、組み
込むことによって、どのような効果が得られる
のか、どのような視点を持って組み込んでいく
のが適当か、検討を加えていく。
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Ⅲ．生活科と図画工作科における
　　合科的・関連的指導
　生活科の目標の冒頭に「具体的な活動や体験
を通して」とあるように、生活科では、具体的
な活動や体験を重視している。今回、図画工作
科との合科的、関連的な指導を考えるに際して、
この生活科の活動に図画工作科の表現活動を組
み込めないかと考えている。
　生活科の具体的な活動の中で、図画工作科の
表現活動で置き換えられるものは、おのずと造
形活動に限定されるが、まず、教科書の題材を
を分析し、その関連性を考察する。
　次に、合科的・関連的な指導の具体的な視点
について考察する。
１．生活科における造形活動と図画工作科
　　における表現活動の関連性について
　　＜教科書の分析から＞
　生活科における造形活動と、図画工作科にお
ける表現活動の関連性について、（次ページ・
表１）をもとに分析する。
　まず、生活科の造形活動を東京書籍、生活科
教科書「あたらしい　せいかつ」の中からピッ
クアップした。
　１・２（上）の教科書では、『はっぱのいろ
が　かわったよ』という単元が挙げられる。「あ
きの　あそびばに　いこう」では、はっぱやま
つぼっくりを集めたり、葉っぱを布団のように
してねっころがったり、造形あそびのような活
動もしている。（写真１）図画工作科の題材と
の関連でいうと、開隆堂の「ちきゅうからの　
おくりもの」（写真２）に共通点が多い。はっ
ぱなどの自然素材を扱っている点、はっぱを並
べたり、つないだり、構成したりしながら造形
あそびをしている点、材料と活動で共通点を見
出すことができる。他の２社についても、扱っ
ている材料は違うが、造形あそびという点では、
活動に共通点が見られ、材料を合わせることで、
共通の題材を考えることは可能である。
　「あきと　あそぼう」では、拾い集めたはっ
ぱをフロッタージュ（こすりだし）したり、ゴ
ミ袋を変身スーツのようにして、そこに葉っぱ
を貼り付け、変身ごっこのような遊びをしたり
している（写真３）。図画工作科の関連でいう
写真１　「あきの　あそびばに　いこう」
（生活科・東京書籍）
写真２　「ちきゅうからの　おくりもので」
（図画工作科・開隆堂）
写真３　「あきと　あそぼう」
（生活科・東京書籍）
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と、東京書籍「へんしーん」（次ページ・写真４）
に共通点を見出すことができる。材料は、葉っ
ぱと身辺材とで違いはあるが、活動自体は共通
しており、材料をそろえることで、共通の題材
とすることが可能である。葉っぱのフロッター
ジュについては、開隆堂と日本文教出版に身の
回りの物をフロッタージュする題材があり、こ
れも材料をそろえることで共通題材にすること
は可能である。また、落ち葉をそのまま紙に貼
りあわせる、落ち葉のコラージュの題材は、３
表１．造形表現に関する教科書の比較分析
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写真４　「へんしーん」
（図画工作科・東京書籍）
写真５　「つくってあそぼう」
（生活科・東京書籍）
写真６　「チャレンジひろば」
（図画工作科・東京書籍）
写真７　「じゅんびをしよう」
（生活科・東京書籍）
社ともにあり、葉っぱをフロッタージュしたり、
コラージュしたりする新しい題材を開発するこ
とも可能である。
　「つくって　あそぼう」（写真５）では、どん
ぐりのけんだま、どんぐりのめいろ、からふる
こっちん、どんぐりのまらかす、どんぐりご
ま・・・と、いろんな造形表現が紹介されている。
扱う材料は、どんぐりなどの自然素材である。
　図画工作科の題材との関連を見ると、材料と
活動の一致をみるのは、東京書籍の「チャレン
ジひろば」（写真６）のどんぐりごまだけであ
る。しかし、他の２社にもペットボトルのマラ
カス、紙コップを使ったけんだまなどの題材が
あり、材料をそろえることで、新しい題材を開
発することも可能である
　１・２（下）の教科書では、『みんなで　つ
くろう　フェスティバル』という単元が挙げら
れる。「じゅんびを　しよう」（写真７）では、フェ
スティバルの出し物の準備として、牛乳パック
のトントン相撲や牛乳パックの鯨やペットボト
ルの車などの制作が紹介されている。
　図画工作科の題材との関連でいうと、東京書
籍（前掲・写真６）のトントン紙相撲や松葉の
トントン相撲は、活動の内容で一致しており、
開隆堂の牛乳パックの動物などは、材料が一致
している。これも、材料や活動内容をどちらか
にあわせることは、容易にできそうである。
　「フェスティバルを　たのしもう」（次ページ・
写真８）では、葉っぱのお面、どんぐりのネッ
クレス、葉っぱの髪飾りなどをお客さんと一緒
に作り楽しむ企画を考えている。扱う素材は、
全部自然素材であるが、自然の中でみんなで一
緒に制作することの楽しさや意義を考えさせる
題材となっている。共通の題材としては、開隆
堂、日本文教出版（写真９）の葉っぱのお面が
挙げられる。茎の船、ささぶね、松ぼっくりと
枝のタペストリーのように活動の内容は一致し
ていなくとも、自然素材という材料の面で一致
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写真８　「フェスティバルを　たのしもう」
（生活科・東京書籍）
写真９　「おもしろい　かたち　いっぱい」
（図画工作科・日本文教出版）
をみている。
このように、造形表現に関する生活科、図画工
作科の題材を分析してみると、材料や活動の内
容で重なりの部分をたくさん確認することがで
きた。このような重複する部分に注目し、新し
い題材を開発・実践することは、生活科、図画
工作科双方にとって、時間的にも内容的にもメ
リットのあることだと思われる。次節において、
関連的指導の具体的な視点について考察する。
２．図画工作科の表現活動を組み込むこと
　　について
　前章において、生活科、図画工作科の双方の
教科書の題材を分析し、生活科の造形活動分野
に図画工作の表現活動を組み込むことの可能性
を検討してみた。その結果、材料を合わせたり、
活動をあわせたりすることで、生活科の活動を
図画工作科の表現活動で置き換えることが可能
であるとの見解を得た。
　生活科を核にしながら、生活科の活動分野に
図画工作科の表現を組み込む際、特に注意しな
くてはならないのが、この合科的・関連的単元
構成が、双方の教科目標からはずれず、双方に
利点をもたらさなければならないということで
ある。
　そこでまず、生活科・図画工作科双方の目標・
表現のとらえ方・学習の方法・評価・問題点・
課題などを表にまとめ（次ページ・表２）、そ
れをもとに、生活科の造形活動を図画工作科の
表現活動で置き換える際の視点を分析した。
　生活科で目指すべきものは、子どもたちを生
活に関する質の高い気付きに向かわせることで
ある。生活科にとって、造形活動は、質の高い
気付きに向けての手段であるといってもいいだ
ろう。
　生活科における表現活動は、第Ⅰ章でも述べ
たが、振り返り活動における、言葉、絵、動作、
劇化などの表現のことを指している。具体的な
活動や体験から得た気付きを、振り返りの場で
表現することは、気付きを意識化させ、より質
の高い気付きに向かわせることになってくる。
　しかし、「表現の出来映えのみを目指す学習
活動が行なわれる傾向がある」と指摘されてい
るように、表現活動を工夫し、出来映えのよい
表現をさせることは、必ずしも、質の高い気付
きに繋がらない。
　生活科の出発点である、「具体的な活動や体
験」の中にこそ、質の高い気付きに繋がるきっ
かけや事実が隠されていると考えられる。
　生活科の具体的な活動を図画工作科の表現で
置き換える場合、この質の高い気付きに向かう
ような形で、図画工作科の表現活動を組み込ま
なくてはならない。
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３．図画工作科、表現活動の組み込み方の
　　視点
　質の高い気付きに向かう、図画工作科の表現
活動の組み込み方について、表１、表２などを
もとに分析した結果、次の２つの視点が大切で
あると言える。
（１）材料・素材と向き合う表現活動である
　　 こと。
　生活科の目標の中にあるように、「自分と身
近な人々、社会及び自然とのかかわり」の中で
の気付きを生活科では、特に大切にしている。
今回の造形活動に関して言えば、社会及び自然
表２．生活科と図画工作科の対照表
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とのかかわりの中の材料や素材からの気付きが
重要であると言える。造形活動は、材料や素材
へ働きかけることから始まるからである。
　組み込む図画工作科の表現活動としては、材
料や素材とじっくり向き合い、そのよさや美し
さを十分感じ取れるようなものが望ましい。そ
のような表現活動を用意することで、子ども達
は質の高い気付きに向かっていくと考えられ
る。
（２）子ども達が決めて実行していく表現活
　　 動であること。
　生活科の目標の最後の部分は、「自立への基
礎を養う。」という言葉で締めくくられている。
このことは、何でも教師が軌道を引いてしまう
のではなく、子ども自らが自分で決めて実行し
ていく自立心を育てることを、生活科では最終
目標にしているということを示している。
　そのような観点に立つと、組み込む図画工作
科の表現活動も子ども自らが自分で決めて実行
していくような活動であることが望ましい。
　図画工作科サイドから見ると、評価の規準の
中にある、子ども達の発想・構想の能力が遺憾
なく発揮されるような表現活動であることが望
ましい。教師が活動の内容を事細かに規定せず、
子どもたちが自らの発想と構想で自由に表現す
ることができれば、その活動からの気付きは、
自然と質の高いものになることが予想される。
　このような、２つの観点で組み込む図画工作
科の表現活動を考えた場合、すぐに思い浮かぶ
のは、表現（１）の造形あそび（11）である。
　造形あそびの特徴は、まず、材料に注目して
いることである。低学年の造形あそびは、材料
から発想して自由に遊ぶのであるが、材料・素
材と向き合う表現活動であることという視点
（１）の内容を満たしている。
　造形あそびの２つ目の大きな特徴は、ゴール
フリーであるということである。教師が、あら
かじめ、「このような作品を作りましょう。」と
いうゴールを示すのではなく、この材料を使っ
て、自由に遊んでごらんという投げかけをする
ことで、子ども達は、自分たちで決め、自らの
発想・構想で表現活動を始める。自分たちで、
発想・構想した表現活動からは、多くの質の高
い気付きが期待できる。
　このことは、（２）の「子どもたちが決めて
実行していく表現活動であること」という視点
を満たしている。
　たとえば、生活科教科書「あきの　あそびば
に　いこう」では、葉っぱや松ぼっくりをあつ
めたり、葉っぱを布団のようにしてねっころ
がったりする活動（写真１）をしているが図画
工作科教科書、開隆堂の「ちきゅうからのおく
りもの」の葉っぱを並べたり、つないだり、構
成したりする造形あそびをしている。この場合、
生活科の題材を図画工作科の造形あそびに置き
換えることは、前述の２つの視点も満たしてお
り、効果的な置換であるということができる。
　各教科の目標、評価については、合科という
立場を貫こうとすると、同一の目標、評価を立
てるのが望ましいが、生活科と図画工作科の目
標、評価についてはひらきがあり、一本化して
いくには、さらに詳細な今後の研究に待たなく
てはならない。
　今回は、生活科の授業の流れの部分は、生活
科の目標と評価で、図画工作科の表現活動の部
分は、図画工作科の目標と評価でという棲み分
けを考えている。
　ただ、今回示した２つの視点に沿った造形あ
そびという表現活動の導入は、生活科と図画工
作科の目標、評価の重なりが一番大きな題材領
域であるということもできる。今後は、表現（２）
の絵、立体、工作に表すような題材で置き換え
る場合、どのような形の置き換えが有効なのか
検討していかなくてはならない。
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おわりに
　生活科を核としながら、生活科の活動分野に
図画工作科の表現活動を組み込んだ関連的指導
のあり方について考察してきた。
　生活科の造形活動を図画工作科の表現活動で
置き換えるために、生活科、図画工作科、双方
の教科書を整理・分析してみた。その結果、材
料や活動を合わせる事で、組み込みが可能との
結論がでた。
　生活科の活動に、図画工作科の表現活動を組
み込む場合、双方の目標、評価、課題などを考
え合わせ、組み込む表現活動について、次のよ
うな視点を明らかにした。
（１） 材料・素材と向き合う表現活動であるこ
と。
（２） 子ども達が決めて実行していく表現活動
であること
これは、図画工作科の表現（１）造形あそびに
重なる部分が非常に多いが、生活科の造形活動
に図画工作科の造形あそびを導入することは、
きわめて効果的であると考えられる。
　今後の課題としては、生活科の活動に造形あ
そびを導入した授業実践をし、その効果と問題
点をさぐること、また、表現（２）の絵や立体、
工作などに表す表現活動を組み込む際の視点な
どを明らかにすること等が考えられる。
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